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ざして,九州大学韓国研究センター News Letter 2002 vol.2 (2002 年 10 月). 

10. 岡村耕二,日韓を結ぶ次世代ネットワーク「玄海プロジェクト」の現在, IAjapan Review, 

vol.2 No2, pp. 2--4 (2002 年 9 月). 

11. 岡村耕二、高信頼性マルチキャストの動向、システム制御情報学会 学会誌 システム/

制御/情報  vol. 46 No. 06 (2002 年 6 月). 

12. 岡村耕二,対馬勝英,矢野米雄 岡本敏雄 他,教育システム情報学会ハンドブック, 出

版社: 実教出版 (2001 年 10 月). 

13. 大森幹之、岡村耕二、荒木啓二郎,次世代インターネット上でのマルチキャスト通信実

験とその考察,情報処理学会 学会誌 vol.42 No. 08 (2001 年 8 月). 

14. 岡村耕二,池田克夫 他,コンピュータネットワーク, 出版社:   オーム社 (2001 年 1

月). 

15. 乃村能成,岡村耕二,下川俊彦、谷口秀夫,牛島和夫,大学の設備を用いた中学生のため

の計算機ネットワーク体験教室,教育システム情報学会論文誌,「経験の広場」,(1998

年). 

16. 岡村耕二:遠隔授業,教育システム情報学会誌, 技術解説 (1998 年). 

17. 岡村耕二,山崎康宏 他,Linux パワーガイドブック, 出版社:   技術評論社 (1997 12



月). 

18. 岡村耕二、片方善治、荒木啓二郎、他,マルチメディア産業応用技術大系, 出版社:   フ

ジテクノシステム  (1997 10 月). 

19. 岡村耕二、坂下善彦、山上明、大高謙二、冨樫昌孝、藤本卓也, Windows NT 3.5 によ

る クライアント/サーバ・システム構築技法,出版社: ソフト・リサーチ・センタ (1995

年 9 月). 

  



国内、国際 招待講演 

 

1. 2011 年 2 月に宮崎で開催された JGN2plus シンポジウムにおいて “戦略的国際連携

ネットワークの開発と運用に関する研究の開発”という題名の招待講演を行った。 

2. 2009 年 12 月に九州大学病院で開催された Asia Tele-Medicine シンポジウムにおい

て “Education and Research Network in the world and Medical Applications”

という題名の基調講演を行った。  

3. 2006 年 10 月に大阪大学にて開催された JGN2 and PRAGMA (Pacific Rim Applications 

and Grid Middleware Assembly) Joint Symposium において "Case Studies of 

Education and International Collaboration onthe Cyber Infrastructure" という

題名の基調講演を行った。 

4. 2005 年 2 月に京都・国際会議場で開催された APRICOT (Asia Pacific Regional 

Internet Conference on Operational Technologies) 2005 において ``A Next 

Generation Internet-based International Collaboration Research Project''  と

いう題名の招待講演を行った。 

 

 

 

  



査読なし国内会議・学会等 

 

1. 大森幹之、岡村耕二、"トラフィックに応じた通信機器の給電制御に関する研究",電子

情報通信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, (2011 年 2 月). 

2. 林 健太朗、岡村耕二,"P2P 技術を用いた端末識別子と位置情報の一貫性の改善に関す

る研究",電子情報通信学会, 情報ネットワーク研究会, (2011 年 1 月). 

3. 岡村耕二,”国際遠隔医療教育プロジェクトにおける日本地域の医療機関支援につい

て”,地域ネットワーク(RIBB)ワークショップ 2011, (2011 年 1 月). 

4. 岡村耕二,"遠隔実証研究技術情報のアフリカ連携への応用に関する考察",電子情報通

信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, (2010 年 7 月). 

5. 岡村耕二,” SINET3 のフルルート提供サービスを用いた大規模イベントにおける広域

分散配信実証実験”,2009年度 国立情報学研究所 SINET サービス説明会 (2009年12

月). 

6. Kisu Kim, Byungjoon Lee, Taeck-geun Kwon, Ryo Nakamura, Koji Okamura, Youngseok 

Lee,``Japanese Content Classification of HTTP Traffic'',情報処理学会, マルチ

メディア,分散,協調とモーバイル(DICOMO'2009)シンポジウム論文集, pp. 518-- 522 

(2009 年 7月) 

7. 岡村耕二,超高速インターネットを利用した次世代国際共同研究に関する研究, 

JGN2Plus シンポジウム, (2008 年 1 月). 

8. 砥綿啓晶, 岡村耕二,"インターネット上の通信データを利用した接続性のパッシブ解

析に関する研究",電子情報通信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, (2007

年 10 月). 

9. 原田義明,岡村耕二,"統計情報を利用したトラフィックバリエーションの見積もりに

関する研究",電子情報通信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, (2007 年 

10 月). 

10. 崎山亮,岡村耕二, Youngseok Lee,``経路情報の時間的な変化を視覚化するツールの開

発'',電子情報通信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, 信学技報, vol. 

107, no. 280, IA2007-33, pp. 15-20, (2006 年 10 月). 

11. 原田義明,岡村耕二,千代延高嗣,``インターネット上の通信と経路情報の相関関係に

関する研究'',電子情報通信学会, インターネット・アーキテクチャ研究会, 信学技報, 

vol. 107, no. 280, IA2007-34, pp. 21-26, (2006 年 10 月). 

12. 岡村耕二,``日韓次世代インターネットの共同研究'',学術振興会 平成 17 年度 拠点

大学交流発表会 (2005 年 10 月). 

13. 八木 幹雄, 田中 伸哉, 里見 秀一, 笠 史郎, 岡村 耕二, 青柳 睦,浅野 正一

郎,'GMPLS 制御された全光2R再生システムを適用した品質保証された40Gbit/s 波長

パスサービスフィールド実験'2005 年電子情報通信学会総合大会, B-12-9, (2005 年



3 月). 

14. 八木 幹雄, 田中 伸哉, 里見 秀一, 笠 史郎, 岡村 耕二, 青柳 睦,浅野 正一

郎,'GMPLS マルチレイヤ相互連携システムを適用した動的な 40Gbit/s 波長パス切り

替えフィールド実験'信学技報, vol. 104, no. 618, OCS2004-145, pp. 25-30, (2005

年 1 月). 

15. 岡村耕二,アメリカからアジアへの高速通信,Big Science Workshop (超高速ネットワ

ーク利用に関するワークショップ) (2004 年 12 月). 

16. 岡村耕二,L2 ネットワークの規模適応性に関する研究,第 2 回新世代モバイル研究開

発コンソーシアム (2004 年 10 月). 

17. 岡村耕二,``大学におけるセキュリティポリシの考え方、九州大学編'',鹿児島大学 情

報セキュリティポリシー講習会 (2004 年 10 月). 

18. 岡村耕二,ネットワーク管理者からみた P2P 技術,Winny 事件を契機に情報処理技術の

発展と社会的利益について考えるワークショップ,情報処理学会/情報ネットワーク法

学会,  (2004 年 6 月). 

19. 岡村耕二,平成 15 年度 国際分野 e! プロジェクト活動報告,玄海プロジェクト協議会 

(2004 年 6 月). 

20. 石津健太郎, 黒田正博, 岡村耕二,``Mobile Ethernet (5) : 802.1s 拡張による規模

適応性を持ったスパニングツリープロトコル'',電子情報通信学会 2004 年総合大会

講演論文集, B-15-16, (2004 年 3 月). 

21. 岡村耕二,日韓における次世代インターネット技術のための研究開発と実証実験,平成

15 年度 学術振興会 第 163 委員会 (インターネット技術委員会) 総会 (2004 年 3

月). 

22. 岡村耕二,日韓遠隔コミュニケーションの事例研究,グリッドシンポジウム・イン関西 

2003, (2003 年 12 月). 

23. 岡村耕二,次世代インターネットを活用した広域マルチメディア通信,広島大学情報メ

ディア教育研究センター講演会, (2003 年 11 月). 

24. 岡村耕二,福岡県 e! プロジェクト概要,玄海プロジェクト協議会 (2003 年 10 月). 

25. 岡村耕二,セイフティ VoIP の研究開発 第 1回新世代モバイル研究開発コンソーシア

ム (2003 年 7 月). 

26. 川崎敏行,岡村耕二,CDN のリクエストルーティング技術を利用したマルチメディア会

議システムの実現,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2003)シンポジウム論文集, pp.  pp. 357 -- 360 , (2003 年 6 月). 

27. 原田裕騰,岡村耕二,6 層スイッチを用いた日韓ライブビューの実現,情報処理学会 マ

ルチメディア,分散,協調とモーバイル(DICOMO'2003)シンポジウム論文集, pp. 833 -- 

836, (2003 年 6 月). 

28. 開内大介,岡村耕二,マルチキャストネットワークを用いた CDN におけるリクエストル



ーティングに関する研究,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2002)シンポジウム論文集, p.53-p.56, (2002 年 7 月). 

29. 長尾孝行,岡村耕二,多地点接続装置のボトルネックを改善した規模適応性のある大規

模テレビ会議システムの実現,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2002)シンポジウム論文集, p.117-p.120, (2002 年 7 月). 

30. 冷水明,岡村耕二,有川正俊,位置情報と空間情報を高度にマッピングする仮想インタ

ーネットカメラの実現,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2002)シンポジウム論文集, p.365-p.368, (2002 年 7 月). 

31. 原田裕騰,岡村耕二,インターネットバックボーンのトラフィックの変化に適応するマ

ルチメディア通信の実現,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2002)シンポジウム論文集, p.455-p.458, (2002 年 7 月). 

32. 首藤一幸、田中良夫、小松弘幸、松岡聡、单里豪志、岡村耕二、関口智嗣,Access Grid 

の構築と Grid 上での国際会議,情報処理学会 ハイパフォーマンスコンピューティン

グ研究会, (2002 年 3 月) 

33. 岡村耕二,LEE Jeahwa,日韓共同研究用超高速ネットワークの構築,情報処理学会 九州

支部シンポジウム論文集 , (2002 年 3 月). 

34. 岡村耕二,IP マルチキャストネットワーク上での複数サーバを用いたコンテンツ配送,

電子情報通信学会 技術研究報告 (インターネットアーキテクチャ研究会), (2002 年 

2 月). 

35. 荒木啓二郎、平原正樹、岡村耕二,九州-韓国 WDM.GbE リンク,APAN.TransPAC Workshop 

2001 報告書 pp. 153-163 (2001 年 10 月). 

36. 柴田賢介,岡村耕二,荒木啓二郎,高信頼性マルチキャスト通信における動的なプロト

コル選択方式の提案と設計情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2001)シンポジウム論文集, pp. 435 -- 440  (2001 年 6 月). 

37. 冷水 明,岡村耕二,仮想雲台カメラ Union camera の設計と実現,情報処理学会 マル

チメディア,分散,協調とモーバイル(DICOMO'2001)シンポジウム論文集, pp.241 -- 

246  (2001 年 6 月). 

38. 多川孝央 岡村耕二 廣川佐千男,九州大学における教育用システムの現状と課題,平成

12 年度情報処理教育研究集会講演論文集、pp.243--246, (2000 年 12 月). 

39. 井上晋太郎, 岡村耕二,荒木啓二郎,ATM over IP の実現と性能評価,電子情報通信学会 

技術研究報告 (情報ネットワーク研究会), Vol.100 No.410, pp.45--51 (2000 年 11

月). 

40. 岡村耕二,平原正樹,堀良彰,池永全志,荒木啓二郎,九州ギガポッププロジェクトの概

要,電子情報通信学会 技術研究報告 (情報ネットワーク研究会), Vol.100 No.409, 

pp.9--16 (2000 年 11 月). 

41. 大森 幹之,岡村耕二,荒木啓二郎,スケーラビリティを考慮したマルチキャスト経路制



御プロトコルの提案,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2000)シンポジウム論文集, pp.229--234 (2000 年 6 月). 

42. 園田雅崇,岡村耕二,荒木啓二郎,汎用性のある信頼性マルチキャストプロトコルの実

現に関する研究,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'2000)シンポジウム論文集, pp.223--228 (2000 年 6 月). 

43. 武井健太郎,岡村耕二,荒木啓二郎,インターネット上のマルチメディアセッションに

関するシグナリングプロトコルの相互接続に関する研究,情報処理学会 マルチメディ

ア,分散,協調とモーバイル(DICOMO'2000)シンポジウム論文集, pp.493--498 (2000 年 

6 月). 

44. 吉村 康彦,宮島智史,岡村耕二,荒木啓二郎,定点観測用カメラによるパノラマ画像の

応用とインターネット上での放送システム,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調

とモーバイル(DICOMO'2000)シンポジウム論文集, pp.559-564 (2000 年 6 月). 

45. 岡村耕二,有川正俊,村尾真洋,分散型マルチメディア基盤分科会活動報告と来年度に

向けて,ITRC シンポジウム '99  (2000 年 3 月). 

46. 鶴久 康治、岡村 耕二、後藤 幸功、荒木 啓二郎,挟帯域リンク上でのトラヒック制御

に関する検討,情報処理学会 マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, 

pp.141-146(1999 年 12 月) 

47. 大森幹之,岡村耕二,荒木啓二郎,次世代インターネット上でのマルチメディア通信の

課題について,第17回九州大学大型計算機センター計算機科学研究集会  (1999年 11

月) 

48. 多川孝央、岡村耕二,九州大学情報処理教育センターにおける教育用電子計算機システ

ムとその運用について,平成 11 年度情報処理教育研究集会 講演論文集, pp. 552 -- 

555,  (1999 年 11 月) 

49. 岡村耕二,IP マルチキャストネットワーク管理に関する考察,情報処理学会 高品質イ

ンターネット研究グループ 研究会, (1999 年 5 月) 

50. 村尾真洋, 有川正俊, 岡村耕二、"定点観測カメラを用いた拡張/減少空間ハイパーメ

ディアの実現,電子情報通信学会データ工学研究会, 第 10 回データ工学ワークショッ

プ(DEWS'99)講演論文集 (CD-ROM 掲載), DEWS98-4A-2, (1999 年 3 月) 

51. 有川正俊、村尾真洋、岡村耕二、遠隔定点観測カメラを用いた拡張/減少ライブビデオ

応用の開発・実験,電子情報通信学会 マルチメディア・仮想環境基礎研究会

(MVE)MVE99-09 pp. 77-84. (1999 年 2 月). 

52. 岡村耕二、村尾真洋、有川正俊、ネットワーク透過型仮想ビデオキャプチャデバイス

の設計,情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会 , DPS-91-3, 

pp.13-18(1999 年 1 月). 

53. 岡村耕二、ネットワーク QoS 適用型遠隔授業支援ビデオ会議ツールの考察,日本ソフ

トウェア科学会、インターネットテクノロジー研究会 ワークショップ (WIT'98) 



(1998 年 8 月) 

54. 岡村耕二,インターネット上での遠隔授業における動画像の品質の効果に関する研究,

教育システム情報学会, 第 23 回全国大会, W2-1, (1998 年 8 月) 

55. 曽我真人、梅本肇、田中英明、坂元誠、豊増伸治、有本淳一、渡辺健次、岡村耕二、

田中俊成、尾久土正己、グローバルな遠隔操作機器を用いた観察学習,教育システム情

報学会, 第 23 回全国大会, D4-5, (1998 年 8 月) 

56. 曽我真人、梅本肇、田中英明、坂元誠、豊増伸治、有本淳一、渡辺健次、岡村耕二、

田中俊成、尾久土正己、Web によるリモート望遠鏡システムとライブ映像の科学教育

利用,教育システム情報学会, 第 23 回全国大会, W2-2, (1998 年 8 月) 

57. 馬場章夫、岡村耕二,グループアドレス卖位の統計情報に基づいた IP マルチキャスト

ネットワークの解析,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'98)シンポジウム, (1998 年 7 月). 

58. 竹内賢政、岡村耕二,携帯型計算機ネットワークの利用による既設設備に依存しない遠

隔授業の可能性に関する研究,情報処理学会 マルチメディア,分散,協調とモーバイル

(DICOMO'98)シンポジウム, (1998 年 7 月). 

59. 籠浩昭、木幡誠、大橋一範、藤川賢治、田中剛、岡村耕二、太田昌孝、阪田史郎、秋

山浩二、下條真司、村岡洋一,IP@home: ホームネットワークとインターネットの融合 

アーキテクチャ,第 56 回情報処理学会全国大会  (1998 年 3 月). 

60. 籠浩昭、木幡誠、大橋一範、藤川賢治、田中剛、岡村耕二、太田昌孝、阪田史郎、秋

山浩二、下條真司、村岡洋一,IP@home: ホームネットワークとインターネットの融
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